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@ イー マー ン と は : ① ゆ デッラ ー と その ② 刻 尋 旋 、③ 遍 有 災 、④ 亡 切 訂 ⑤ 詳 大 そし て そ 
れ が 良き こと で あれ 悪い こと で あれ ⑥ 落 を 信じ る こと を 言い ます 。 イー マー ン は 言葉 
及び 行い を 包含 し ます 。 つ まり 心 と 舌 で も っ て 言葉 に し 、 心 と 舌 と 身体 を も っ て 実践 さ 
れる も の で 、 ア ッ ラ ー に 対す る 服従 行為 に よっ て 増加 も すれ ば 、 反抗 的 行為 に よっ て 減 
少 も し ます 。 














信 イー マー ン の 分 類 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こう 伝え て いま す :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “イー マー ン は 70 数 個 、 あ る い は 
60 数 個 に 分 類 さ れる 。 そ の 内 最大 の も の は 「 ラー・ ア ラー ハ ・ ア ブッ ラ テッ ラー (アッ ラー 以 
外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な い )」 の 言葉 で あり 、 最 小 の も の は 道 か ら 有 害 な も の を 除去 す 
る こと で ある 。 そ し て 養 恥 心 は イー マー ン の 1 部 門 で ある の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 1 


r 





@ イー マー ン の 段階 : 





イー マー ン に は 旨み 、 甘 美 き 、 そ し て 真実 が あり ます : 


ロロ イー マー ン の 時 み と は : 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 に 示す 言葉 
の 中 で 示し て いま す :「 ア ッ ラ テラー が 主 で あり 、 イ スラ ー ム が 宗教 で あり 、 ム ハン マ ド が 
使徒 で や る こと に 満足 する 者 は 、 イー マー ン の 旨み を 味わっ た の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 
2) 





ロロ イー マー ン の 甘美 さと は : 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 に 示す 言 
葉 の 中 で 示さ れ て いま す :「( 次 の ) 3 つ (の 特質 ) を 備え た 者 は 、 イ ー マ ー ン の 甘美 さ 
を 得 た 者 で ある : つま り ア ッ ラ ー と その 使徒 が その 他 の いか な る も の より も 愛し いこ と 、 
そし て アッ ラー の み の た め に 人 を 愛す る こと 、 また あたかも 地獄 の 業火 に 投げ 込ま れる 
こと を 護 う 9 が ご と く 、 不 信仰 に 戻る こと を 訂 う こと で ある 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ふみ ふ ス 
リム の 伝承 3) 

















サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (35)。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (84)。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (16) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (42)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


CO トビ 








ロロ イー マー ン の 長 実 と は : 真 に イス ラー ム の 教え に 則っ て いる 者 、 ま た イス ラー ム の イベ バ 
ー ダ (崇拝 行為 ) や ダ ア ワ (布教 ) に お いて 努力 ・ 奮 開 し た り 、 自 ら の 信仰 を 守る た め 
に 移住 し た り イ スラ ー ム の 興隆 の た め の 一 助 を 担っ た り 、 あるいは アッ ラー の 道 に お い 
て 尽力 し た り 財 を 施し た りす る 者 に 授け られ る も の で す 。 





1 一 到 高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 ス ウミ ン (イー マー ン の 徒 ) と は アッ ラー が 想起 さ 
れれ ば その 心 が 長居 の 念 に 襲わ れ 、 そ し て (クル アー ン の ) 人 節 が 唱え られ れ ば その 信仰 心 
が 増し 、 ま た その 主 に ジック (自ら の 身 を 完全 に 委ね る こと ) する 者 た ちの こと で あ 
る 。 (また 彼ら は ) ダテ ー (礼拝 ) を 行い 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) が 糧 と し て 恵 ん だ も 
の か ら 施 し を する 。 彼ら こそ は 真 の スム ウミ ン (イー マー ン の 徒 ) で ある 。 彼ら に は 主 の 御 
元 に (高い ) 位階 と お 赤 し 、 尽 きる こと の な い 報 償 が ある 。 四 (クル アー ン 8 : 2-4) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 遇 そし て 信仰 し 、 自 ら の 信仰 を 守る た め に 移住 し 、 ア 
ッ ラ ー の 道 に お いて 奮闘 し た 者 た ち 。 そ し て 彼ら マッ カ か ら の 移住 者 た ち に 住居 を 提供 し 、 
援助 し た 者 た ち 。 彼 らち こそ は 真 の ろ ウ ミン (イー マー ン の 徒 ) で ある 。 彼 ちら に は (アッ ラ 
ー の ) お 赦し と 尽き る こと の な い 報 償 が ある の だ 。6a (クル アー ン 8 : 74) 





8 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 的 スウ ミン (イー マー ン の 徒 ) と いう も の は アッ ラー 
と その 使徒 を 信仰 し 、 そ の 後 (その 信仰 に ) 疑念 を 抑 く こと な く 、 財 と 生命 を か け て アッ 
ラー の 道 に 奮 開 す る 者 た ちの こと で ある 。 彼ら こそ は 真 に 信仰 する 者 た ち で ある 。 四 | ( ク 
ルアー ン 49 : 15) 





@ また し も べべ は 、 現実 に 起こ っ た 出来 事 が 起こ る べく し て 起こ り 、 起こ ら な か っ た 出来 事 
は そもそも 起こ る 運命 に は な か っ た の だ と いう こと を 知る まで は 、 真 の イー マー ン に 到 
達し た こと に は な り ま せん 。 








@⑱ イー マー ン の 完全 な 形 : 


それ は アッ ラー と その 使徒 に 対す る 完全 な 愛 で す 。 そ れ に よっ て その 者 の 愛す る 存在 が 
決定 付け られ ます 。 つ まり 心 の 行い で ある 愛 も 嫌悪 も アッ ラー ゆえ で あり 、 身 体 の 行い で 
ある 施し を する こと も それ を 控え る こと も アッ ラー ゆえ な の で あれ ば 、 そ れ は イー マー ン 
の 完全 な 形 で あり 、 偉 大 か つ 基 厳 な る アッ ラー へ の 完璧 な 愛 な の で す 。 








デブ プー ツマ ー マ (後に アッ テー の ご 満 條 あ れ ) デッラ ー の 使 侍 が こう 語っ た どら 令 え 
て いま す :「 ア ッ ラ ー ゆ え に 愛 し 、 嫌 悪し 、 ま た 与え 、 禁 じ る 者 は 、 イ ー マ ー ン を 完結 し た 








の で ある 。1 3 (アプ ー・ ダ ー ツ ー ド の 伝承 5 


9 一 イー マー ン の 諸 特 質 


@ アデ アッ ラー の 使徒 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) へ の 愛 : 





アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こう 伝え て いま す : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た : “私 が あな た 方 の 父 や 子 、 は た また (その 
他 ) 全て の 者 より も 愛し い 者 と な ら な けれ ば 、 真 に 信仰 し た こと に は な ら な い 。」( ア ル テ 
プ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 6) 








⑯ デン ダー へ の 愛 : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
潜め あれ) 全 こ うす 言い まし た : ! イ ー マ ー ン の し る し の 1 つ は 、 チ デン グー ク へ の 姜 で ある 。 そ 
し て ニン ァ ー グ ( 偽 信 ) の し る し の 1 つ は 、 デ ンダ ー ル に 対す る 憎しみ で ある 。」 (アルテ 
プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 





@ 信仰 者 へ の 愛 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言わ れ ま し た : “あな た 方 は 信仰 に 入る まで 天国 に 
入ら な い だ ろ う 。 そ し て あな た 方 は お 互い に 愛し 合う よう に な る まで 、 信 仰 に は 入ら な い 
だ ろう 。 で は それ を すれ ば お 互い に 愛し 合う よう に な る も の を 教え て や ろう か ? あ な た 方 














4 訳者 注 : つま り 自 分 の 私 欲 や 性 向 に そ ぐ っ た も の を 愛し 、 そ う で な いも の を 嫌う の で 6 Z ツ ジー 
が 愛さ れる も の (例え ば 信仰 者 や 隣人 な ど ) SN 愛し 、 ア ッ ラ 
ー が 大 わ れる も の や 慌 う よう 命じ られ た も の (不信 仰 や 不服 従 な ど ) を 嫌う こと 。 また 垢 し を する の も 見 
栄 や 名 声 な ど ゆ え で は な く ア ッ ラ ー の 報償 と 御 顔 を 求め る ゆえ に 行い 、 預言 者 へ ムハンマド ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 家系 な ど ア ッ ラ ー が ザ カ ー ( 浄 財 ) の 付与 を 禁止 され た 者 た ち に 関し て は 、 ア 
ッ ラ ー の ご 命令 通り に 施し を 控え る こと 。 (アーバ ー デ ィ ー 著 スナ ン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 注釈 「 ア ウ ヌ ・ 
アル テマ アブ ー ド 」 参照 ) 

5 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4681) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3915) 

アッ テス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (3880) 参照 。 

6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (15) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (44)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

7 訳者 注 : マッ カ の 信仰 者 た ち が 迫 害 を 逃れ て マデ ィ ー ナ ^ 移 住 し た 際 、 当地 で 財 や 住居 な ど を 提供 し つ 
つ 彼 ら を 援助 し た ムスリム た ち 。 

8 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (17) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (74)。 文章 は ムスリム の も の 。 









































の 間 で ダラ ー ス (挨拶 ) を 広め る の だ 。“」( ム スリ ム の 伝承 9) 


@ ムスリム 同胞 へ の 愛 : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) は こ う 言 いま し た :「 自 分 に 欲す る も の を 自分 の 兄弟 - 1 説 に は 自分 の 隣人 - に も 
欲す る よう に な る まで は 、 あ な た 方 は 本 当 に 信仰 し た こと に は な ら な い 。」( ア ル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 10) 








@ 隣人 及び 客人 を 厚 過 し 、 よ いこ と 以外 は 話さ な いこ と : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 よ いこ と を 
喉 る か 、 さ も な くば 黙っ て いよ 。 ア デッラ ー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 隣 人 を 厚 山 せよ 。 そ 
し て アッ ラー と 審判 の 日 を 信ずる 者 は 、 客 人 を 手厚く も て な す の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 1) 





@ 失 療 懲悪 : 





アブ ー・ サ イー ド ・ ア ルー ニ フ ド リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言わ れる の を 閉 さ まし た :“ 悪 
事 を 目 に し た 者 は 、 そ れ を 手 で も っ て 正 せ 。 も し そう 出来 な けれ ば 、 舌 で も っ て 正 せ 。 そ 
し て それ さえ も 出来 な けれ ば 、 心 で も っ て 正す の だ 。 そ し て それ が 最も 弱い イー マー ン で 
ある 。」( ム スリ ム の 伝承 1) 





人 @ 助言 : 


ミー ム ・ ア ッ テ ダ ー リ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た :「“ 宗 教 と は 改 忘 で ある 。” 私 た ち は 言い ま 
し た : “ 誰 に 対す る (助言 で すか ) ?” (預言 者 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は ) 言い まし た : “アッ ラー と その 啓典 と 、 そ の 使徒 、 を そし て ムスリム の 指導 者 た ち 及 び 一 
般 の 者 た ち に 対す る 助言 で ある 。”」13 (ムスリム の 伝承 1) 














9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (54)。 

10 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (13) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (45)。 文章 は ムスリム の も の 。 
11 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6018) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (47)。 文章 は ムスリム の も の 。 
12 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (49)。 
13 訳者 注 : イマ ー ム ・ ア ン テ ニナ ワウ ィ ー の サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 注 秋 に よれ ば 、「 ア ッ ラ ー へ の 助言 」 と は 











@ イー マー ン は 最良 の 行い : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 

ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ある 者 か ら こ う 尋 ね られ まし た :「 ど の よう な 行い が 最良 の 
も の で まま が か の 2」 6 修 仙 作り) 言い まし た っ リア デッラ ー と その 全 億 を 信じ の こと だ 、」 まる と 
(その 男 は ) 言い まし た :「 そ の 次 は 何で すか ?」( 彼 は 答え て ) 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 
道 に お いて 奮闘 する こと だ 。」 す る と また (その 男 は ) 言い まし た :「 そ れ で は その 次 は ?」 
( 彼 は 答え て ) 言い まし た :「 正 し く 行 われ 、 か つ (アッ ラー に よっ て ) 受け 入れ られ た ハ 
ッ ジ (大 巡礼 ) だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 























⑯ イー マー ン は 服従 行為 に よっ て 増加 し 、 不 服従 に よっ て 減少 する : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 か れ (アッ ラー の こと ) こそ は 、( 以 前 か ら 彼 
ら が 備え て いた ) イー マー ン の 上 に 更 な る イー マー ン を 増大 さき せる べく 、 ム スク ミン (イー 
マー ン の 徒 ) た ちの 心 の 中 に 静寂 を 下さ れ た お 方 で ある 。 四 (クルアーン 48 : 4) 





2 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て (クル アー ン の ) ある 章 旬 が 啓示 され る 
と 、 人 々 の 中 に は 「 こ の クル アー ン に よっ て 、 あ な た 方 の 内 の 誰 の イー マー ン が 増大 する 
と いう の だ ?」 な ど と ( 笑 し て ) 言う 者 が いる 。 (しかしながら) そう 、 信仰 する 者 た ち 
こそ が それ を 喜 々 と し て 迎え 入れ 、 そ れ に よっ て イー マー ン の 増大 を 勝ち 得る の で ある 。 
(クル アー ン 9 : 124) 


計時 RS 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た : 「 淫 を 犯す 者 は 、 ろ ウミ ン (イー マー ン 




















か れ へ の 信仰 、 シ ルク の 回 避 、 か れ を あら ゆる 欠陥 か ら 無 縁 な 存在 と し て 讃 圧 する こと 、 か れ へ の 服従 、 
か れ べ へ の 愛 な ど 語 々 の こ と を 指し て いる と いう 。 実際 の と こ 1 は その し も べから の 助言 な ど は 必 
要 と は され な い が 、 こ こ で の 「 助 言 」 と いう 言葉 は し も 自 身 に 向け て の それ を 表し て いる 。 ま た 「 そ の 
啓典 」 に 対す る 助言 と は 、 そ れ が アッ ラー の 御 言葉 で あり 、 0 ら の 啓示 で ある こと 、 ま た それ が 他 の 
いか な る 言葉 に も 似 て お ら ず 、 い か な る 者 も それ に 00 
正しい 朗 衣 と 虹 怖 の 念 を も っ て それ を 読 請 する こと 、 熟 読 吟味 し か つ そ れ を 訓 戒 と する こと 、 そ れ を 学び 
知る に だ に に まい どの いけ | を 2 お らら DD こけ の に に 
来 し た も の を 信仰 する こと 、 彼 ら へ の 服従 、 尊 敬 、 彼 ら の 生き 方 や 人 格 の 模 條 、 そ の 教え の 布教 、 彼 ら の 
教 友 た ち を 愛す る こと な ど が 含ま れる 。 ま た 「 ム スリ ム の 指導 者 た ち 」 に 対す る 「 助 言 」 と は 、 真 実に お 
いて 彼ら を 援助 し 、 服従 し 、 穏和 な 手段 を も っ て 勧告 し 、 忘れ て いる 事 を 想起 させ 、 彼ら の た め に 祈願 し 、 
見 捨て た り し な いこ と な ど が 挙げ られ る 。 一 方 「 一 般 の 者 た ち 」 に 対す る 「 助 言 」 と は 、 彼 ら を 現世 と 来 
世に お ける 福利 の た め に 導く こと 、 害 悪 か ら 守る こと 、 無 知 を 除去 し て や る こと 、 言 葉 と 行い で も っ て 援 
助 す る こと 、 恥 部 を 隠し て や る こと 、 同 情 す る こと 、 騙 し た り 災 始 し た り し な いこ と 、 ら 欲 する こと を 
彼ら に も 欲す る こと な ど を 意味 する と いう 。 

14 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (55)。 

15 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (26)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (83)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 



























































の 徒 ) で ある 状態 の 時 に 玉 洋 する 事 は な い 。 ま た 盗人 は ろ ウミ ン (イー マー ン の 徒 ) で あ 
る 状態 の 時 に 姿 み を 犯す こと は な い 。 ま た スウ ミン (イー マー ン の 徒 ) で ある 状態 の 時 に 
人 が 飲酒 する こと は な い 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 16) 





4 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
か ら 伝 える と ころ に よれ ば 、 彼 は こう 言っ た : “アッラー 以外 に 真 に 崇拝 され る べき も の 
は な し 。” と 言い 、 そ の 心 に 1 本 の 小麦 ほど の 重き で も 答 を 有する 者 は 、 地 獄 の 業火 か ら 救 
い 出 され よう 。 ま た “アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 され る べき も の は な し 。” と 言い 、 そ の 心 に 
1 本 の 大 麦 ほ どの 重 さ で も 善 を 有する 者 は 、 地 獄 の 業火 か ら 救 い 出さ れ よ う 。 ま た “アッ ラ 
ー 以 外 に 真 に 崇拝 され る べき も の は な し 。” と 言い 、 そ の 心 に 1 匹 の 時 ほど の 重 さ で も 善 を 
有する 者 は 地獄 の 業火 か 救い 出 され よ う 。」 尚 、 別 の 伝承 で は “ 善 ” の 代わ り に “イー マ 
ー ン ” と いう 言葉 が あて られ て いま す 。 (アルテ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 17) 











@ イス ラー ム 改 宗 前 に 行っ た こと : 


1 一 イス ラー ム に 改宗 し た 者 は 、 そ の 後 イ スラ ー ム の 教え に 則っ て 自ら を 正す な ら ば 、 改宗 
以前 に 犯 し た 悪事 は 赦 さ れる 。 宗 高 な る アッ ラー は 仰 ら れ た : 的 (ムハンマド よ 、) 不信 仰 
者 た ち に こう 言う の だ 。「 あ な た 方 が (ムスリム に 対す る 敵意 や 迫害 、) ある い は 不信 仰 と 
いっ た 態度 に 固執 する な ら 、( そ の 罪 と 預言 者 た ち へ の 不服 従 か ら 天罰 を 下さ れ て 滅び た ) 
以前 の 民 と 同じ 道 を 踏襲 する こと に な ろう 。」 思 (クル アー ン 6 : 88) 











2 一 また イス ラー ム に 改 款 し て も 、 そ れ 以 前 に 行っ た 矢 行 は そ を の まま 残り 、 そ れ に よっ て 報 
状 が 与え られ ます 。 ハ キー ム ・ ブ ン ・ ヒ ザー ム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は ある 時 、 
アデ アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 言い まし た :「 あ な た は ( イ 
スラ ー ム 以前 の ) 無明 時 代 に 私 が 努め た 善行 を 御覧 に な られ た か と 思い ます 。 果 た し て そ 
れ ら は 私 の た め に な る の で し ょ うか ?」 す る と アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た は 、 あ な た が 以前 行っ て いた 善行 を 携え て ムスリム と 
な っ た の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 8) 














3 一 し か し イス ラー ム に 改宗 し て も 、 イ スラ ー ム の 教え に 則っ て 自ら を 正す こと が な い 場 
彼 は 改宗 以前 と 以後 の 罪 を 問わ れる こと に な り ま す 。 預言 者 ( 彼 ( 人 9 の 2 
平安 あれ ) は 言い まし た :「 イ スラ ー ム の 教え に 良く 則っ た 者 は 、( イ スラ ー ム 以前 の ) 無 
明 時 代 に 彼 が 犯し た 物事 に つい て 問わ れ な い 。 し か し イス ラー ム の 教え に 良く 則 ら な い 者 











16 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2475)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (57)。 文章 は ムスリム の も の 。 
17 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (44) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (193)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
18 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1436) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム メ (123)。 文章 は ムスリム の も の 。 











は 、 ( 彼 の イス ラー ム 改 宗 ) 以前 と 以後 に 犯 し た 物事 に つい て 間 わ れる こ と に な る の だ 。」 (だ 
ノル レ テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 19) 





19 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6921) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (120)。 文章 は ムスリム の も の 。 


